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第1回では、テレビをそのまま中継するサーバーを作ってみたが、こうなると
ビデオや衛星放送といったほかのAV機器も接続してみたくなるものだ。そ
こで、こうした機器を学習リモコンを使って制御するサーバーに挑戦してみ
よう。ビデオの予約だけでなく、赤外線でコントロールできる機器はすべて
動かせる、ホームオートメーションへの第一歩を踏み出そう。 text：塩田紳二
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My Sweet
Home Server

ブロードバンドは自宅サーバーで遊ぼう！
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この連載で扱う「自宅サーバー」は、単

なるウェブやメールといったサーバーでは

なく、せっかく自分のパソコンを使ったサー

バーなのだから、いろいろな機器をつない

でそれを制御していきたいと考えている。

前回はテレビチューナーを接続した自分

用のテレビサーバーを作ってみた。この

ほかにもパソコンに装着できるAV関連の

機器は、USBで接続できるMDプレイヤー

のようにいろいろとあるけれど、サーバー

として使おうとすると少し問題がある。

たとえば、前回のTVチューナーカード

でも、映像はウィンドウズ標準の機能とし

て取り込めるものの、チャンネルの変更や

ハードディスク録画などは、専用ソフトか

らしか利用できないという問題があった。

同じように、衛星放送をパソコンで見ら

れるボードなどでも、操作は専用ソフト

を前提としているため、サーバーとして

使うには難しい。

そこで、パソコン側では映像のデジタル

化処理だけを行うようにして、映像ソース

はビデオデッキや衛星チューナーといった

機器をそのまま使うことにする。つまり、

今度はこうした外部の機器をどうやってパ

ソコンから制御するかが問題になる。

映像機器のなかには、IEEE1394やUSB

などでパソコンから制御できるものもある

が、現状ではあまり一般的ではない。そこ

でたどり着いたのが、パソコンに接続でき

る赤外線学習リモコン、つまり既存のリモ

コン信号を覚えさせて、パソコンから操作

できるようにするタイプの製品だ。

いまやAV機器のみならず、家電製品の

多くに赤外線リモコン機能が搭載されてい

る。汎用リモコンサーバーが完成すれば、

ホームオートメーションへの道も開けてくる。

ただ、リモコンによる制御は、片方向の

みで確実性がないことと、機器の状態を把

握できないという欠点がある。ビデオレコ

ーダーなどであれば、出力信号の有無から

電源オンオフを判断できるが、そうでない

機器も多い。そこで、今回はリモコンとと

もにUSBカメラなどを接続して、制御する

機器を監視することも考えていきたい。
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学習リモコンを使うことで、赤外線リモコンで動
かせる機器ならばなんでもコントロールできるよう
になる。正しく動作しているかを確認するために、
監視カメラも用意しておこう。
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パソコンにつながる学習リモコンで見つ

けたのが、ハル・コーポレーションの「クロ

ッサム2+USB」という製品だ。これは、単

体では学習型の赤外線リモコンだが、USB

インターフェイスが用意されており、パソ

コン側から制御が可能なのだ。なお、シリ

アル接続するクロッサム2+という製品もあ

るが、こちらはシリアルケーブルを別途入

手する必要がある。パソコンにつなぐこ

とを考えるなら、ケーブルとソフトが付属

しているUSB版のほうがいいだろう。

ほかの製品もいろいろと探し回ったが、

個人でも購入可能な価格帯で、かつPCか

らの制御が行える製品はこれしかなかっ

た。海外には、PCに接続して学習情報の

編集が可能なリモコンはいくつかあるもの

の、インターネットに公開されている情報を

見る限り、PCから制御して赤外線を送信

できるものはないようだ。

USBケーブルを使ってパソコンに接続す

ると、附属のソフトウェアであるクロッサム

ステーション（①）が利用可能になり、ここ

で、ボタンの割り当てや、リモコンデータ

のロードセーブなどが行える。このほか、

ユーザーの作った制御ソフトや、リモコン

データなどもあるのでインターネットを検索

してみるといいだろう。とりあえず、最初

にやるべきは、クロッサムに制御対象とな

る機器のリモコン信号を登録することだ。

リモコンのすべてのボタンを登録するの

は時間がかかるが、できれば後々のこと

を考えてきちんとやっておいたほうがい

いだろう。また、登録が終わったらクロ

ッサムステーションを使って登録データを

セーブしておこう。

このクロッサムステーションは、ウィンド

ウ内のクロッサムのボタンを押すことで赤

外線信号を送信できるため、これをウィン

ドウズXPのリモートデスクトップ（②）など

と組み合わせれば、とりあえずは機器の制

御を外部からできるようになる。これだけ

でも、自分の部屋にあるかなりの機器がコ

ントロールできるようになるはずだ。

ウィンドウズXPプロフェッショナルには、

ネットワーク経由でほかのマシンからデス

クトップが操作できる「リモートデスクトッ

プ」が搭載されていて、デスクトップを操

作する側のプログラムは、ウィンドウズMe

や2000などでも動作する（プログラムはウ

ィンドウズXPのインストールCD-ROMの

SUPPORTフォルダー内に収録されてい

る）。また、ルーターを利用する場合には、

TCPの3389番ポートを静的NATによって

操作したマシンに振り分ける必要がある。

リモートデスクトップのクライアントは、ウィンドウズ
98/Me/2000にインストール可能

学習リモコン
ハル・コーポレーション
クロッサム2＋USB

www.halcorp.co.jp

（現在アクセスできません）

ホ ー ム サ ー バ ー 構 築 テ ク ニ ッ ク
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次に必要になるのは、機器がきちんと

動いているかを確認するための機器だ。

これは、とりあえず数千円程度のUSB接続

のカメラがあれば問題ない。

とりあえず、監視用として使うのなら単

に必要な時点での画像キャプチャーのみ

ができればよい。USBカメラに附属のツー

ルなどで、簡易キャプチャー機能のあるも

のなどが利用できれば、それで問題はない

だろう。また、USBカメラによっては、一定

時間ごとに撮影を行うウェブカメラ用のソ

フトが附属している場合もある（①）。ある

いは、単に現在カメラが捕らえている画像

を表示しておくソフトウェアを立ち上げて

おき、リモートデスクトップで画像を確認す

るという方法もあるだろう。

また、動画で確認したい場合には、前回

と同様にウィンドウズメディアエンコーダー

を使う方法もあるが、ウィンドウズ2000ま

でのOSであれば、ネットミーティングを使

うのも1つの方法だ。ネットミーティングは、

起動しておくと自動で着信する設定が可能

だ（ファイルメニューの「自動的に通話を

受信する」を選択）。この設定にしておけ

ば、監視用途に利用できる（②）。

ここまででとりあえず、リモコンで外部

機器を制御するための準備は整ったのだ

が、ちょっと不安な材料として、発売元の

ハルコーポレーションのウェブサイトが、こ

のところずっとアクセス不可能な状態にな

っている点だ。会社の消息は不明だが、秋

葉原あたりでは、すでに安売りが始まって

おり、もしかしたら今後は入手が困難にな

る可能性もある（他社が販売を継続すると

いうウワサもあるのだが）。もし、この連載

に興味があるのなら、見つけ次第入手し

ておくことをおすすめする。
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次回予告

各種のAV機器を接続して録画予約な

どの制御を行うほか、ウェブサーバーなど

からリモコンをCGIで制御する方法につい

ても紹介してく予定だ。

USBカメラ
ロジクール
QCAM Pro 3000

www.logicool.co.jp

H o m e S e r v e r

接続のたびに変化するIPアドレスをド

メイン名に変換してくれるダイナミック

DNSを使えば、外部からホームサーバー

をコントロールする際に、いちいち現在の

IPアドレスを覚えておかなくても済む。

「DiCE」は、このダイナミックDNSのIP

アドレスの登録を自動的に実行してくれる

便利なフリーウェアだ。あらかじめ多くの

ダイナミックDNSが登録されており、ユー

ザー名とパスワード、更新のタイミングを

設定するだけで、あとは自動的にダイナミ

ックDNSへの登録を行ってくれる。

ダイナミックDNSを自動更新する便利なフリーソフト
「DiCE」

www.hi-ho.ne.jp/yoshihiro_e/dice/

ホ ー ム サ ー バ ー 構 築 テ ク ニ ッ ク
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